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研究成果の概要： 
昆虫の摂食行動に関わる生体内分子の探索を行なった結果、カイコ（Bombyx mori）の幼虫
から新規のペプチド性因子を 2つ見出すことができた。ともに機能は未知であるが、脂肪体で
発現し体液中に分泌するペプチドであり摂食行動や栄養要求に関連することが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
昆虫の摂食行動には周期性が見られるが、
それを制御する分子群は同定されていない。
申請者は、この摂食行動周期を司る因子群の
同定を行なうために、カイコ（Bombyx mori）
の幼虫を用いて生物検定系の確立を行い、カ
イコ幼虫から、摂食行動を惹起、阻害する活
性を見出した。 
 
２．研究の目的 
 カイコ幼虫から、摂食行動に関連する分子
特にペプチド性因子を同定し、構造決定を行
なう。さらに、そのカイコ幼虫における生体
内での作用機序を明らかにするための検討
を行なう。 

３．研究の方法 
 カイコ幼虫の各組織からの抽出物から、摂
食行動に関連する生物検定系をもとに、
HPLCなどの分析機器を用い精製、単離する。
さらに、構造解析を行いその活性物質を同定
する。機能解析の一旦として、cDNAクロー
ニングも行い、発現場所の探索も行なった。 
 
４．研究成果 
 昆虫の摂食行動を惹起する新規ペプチド
性因子HemaPを発見した。また、脂質過剰
食により、顕著に分泌促進される新規ペプチ
ド（p4442）を発見した。いずれも、脂肪体
から分泌されるペプチドであり、摂食行動を
調節する可能性が示唆された。 
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